
 

学校、地域、社会の教育資源を活用した学習プログラムの構築と体系化に向けた実践報告 
～生徒の変容の可視化とカリキュラム・マネジメントの視点から～ 

 
○烏谷 直宏（大阪府立農芸高等学校） 

 
１．はじめに 
  本校は園芸植物の栽培から利用までの全般を学ぶハイテク農芸科、食品の製造加工等、食に関わ

る全般について学ぶ食品加工科、家畜の飼育・繁殖、畜産物の製造加工等を学ぶ資源動物科の３つ

の学科を有する。各学科の専門科目において授業や実習を通じて扱う植物・動物の生き物、農産物・

加工品の製造方法等の違いにより専攻（課外の農業クラブ活動と連動）を設け、科目「総合実習」や

「課題研究」を本校の中核科目に据えて専門性の深化を図っている。 

近年、本校では新学習指導要領を踏まえた教育課程を整備する中で、本校の教育資源の再構築と、

新しい時代の変化に応じた専門人材を育成するための教育課程の整備など、いくつか課題が前景化

してきた。そこで、平成 30 年度に文部科学省 SPH 事業指定校として採択されたことを契機に、新しい

学力観の下で取り組んだ「社会に開かれた教育課程の整備」の実践事例を報告する。 

 

２．取組概要 
育てたい人物像として「チャレンジ精神豊かな地域創生ジェネラリスト」を掲げたグランドデザインを

策定した。学力という学校範囲で限定されがちな教育の考え方から、複数の教科横断による社会問題

への対応や実践が、現場対応力を高める考え方に移行する。これは農業のスペシャリストであり、地域

を牽引するジェネラリストである地域創生ジェネラリストの育成をめざすと共に、持続的な社会実現のた

めに自らが率先してプロジェクトを進めるマインドを持った人材育成をめざすものである。育てたい人物

像を育成する資質・能力の 3 つの柱として、スキル、ビュー、マインドを掲げた。さらに、新学習指導要

領を踏まえ、3 つの力と関連性のある資質・能力を 13 項目の資質・能力として整理した。スキルは高度

な知識・専門技術として知識・技能の習得に、ビューは環境及びグローバルな視座として思考力・判断

力・表現力に、マインドはチャレンジ精神として学びに向かう力・人間性に対応するよう位置付けた。 

 
平成 30 年度以降、本校では 3 つの力と関連性のある資質・能力を育むために本校の教育環境に潜

在している資源に着目し、「教育資源である学習環境、地域人材等」と「天然資源である未利用有機

物」の 2 つの資源であるリソースを最大限に活用した 15 の研究活動と共通教科の魅力化に取り組んだ。

特に、科目「課題研究」「総合実習」において 15 の研究活動に力を入れて、より学びを深めるために学

期ごとにポートフォリオを導入している。生徒にとっては授業を振り返ることになり、教員については生

徒の学びを可視化すると同時に、主体性評価に向けたルーブリック評価の基準作りのきっかけにもな

っている。教育課程に基づくカリキュラム・マネジメントの取組においては、学校の特色を生かしたカリキ

ュラム・マネジメントとなるよう、学校全体レベルと授業レベルの単位でＰＤＣＡサイクルを細分化して、

学校の教育資源はもちろん、地域の教育資源や学習環境の実態を考慮し、Research（調査）を起点に

したＲＰＤＣＡサイクルを繰り返し行うことで、持続可能な教育活動をめざしている。 

15 の研究活動および共通教科において、全校生徒、保護者、関係企業先、教職員、卒業生にアン

ケートを実施、ベネッセの学びの基礎診断、府立高校で取組む学校教育自己診断アンケートと併用し

ている。教員は様々な授業を通じた教育目標の達成度の確認と生徒の強みと弱みを可視化するため

に、一方、生徒は自分自身がどれだけ成長したのか確認できるよう工夫している。 
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大阪府立農芸高等学校　生徒用ポートフォリオ

具体的な場面や行動を挙げよう

学期評価(教員評価）

当てはまるところに○をつける。
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達成項目

専攻の専門分野で何を学び、何が
できるようになりましたか？

あなたの研究は地域や社会に対
し、どのように役立ちますか？

あなたは将来、専攻での学びをど
のように生かしていきますか。

A   B   C  D

（ ）年 （ ）組（ ）番 ⽒名(         ）
課題研究・総合実習
【評価・育成シート】

 

何を投入したのか 何が生まれたか 何を学んだか、何ができるようになるか どのような変化をもたらすか

1 農芸高校ブランドをめざした農産物の高付加価値化

2・3
ゼロエミッションの構築
未利用資源の飼料化「エコフィード」

4・5
農作業の可視化・数値化
GAP教育の導入

6 農芸高校ブランドをめざした高度な食品製造技術の習得

7 農芸高校ブランドをめざした商品開発

8 発信力の強化から地域創生へ

9 地域食文化・伝統食文化の理解・伝承

10 高校生カフェレストランの運営

11 子ども食堂への参画

12 災害時の非常用備蓄食品の開発

13 「ネリカ米」の栽培と普及活動

14 動物を介した教育活動・食育活動

15 国際交流活動の推進

学年 全学年（LHR）

普 国語

普 理科

普 社会

普 英語

普 数学

普 保健体育

SPH事業３ケ年の各研究プロジェクトにおけるロジックモデル（抜粋：簡易版）

生徒の変容：アウトカム

豊かなチャレンジ精神の涵養

消費者ニーズの重要性と理解

地域農産物の大切さ

循環型農業の重要性と理解

ブランド化・商品開発の難しさと楽しさ

身近な課題発見・解決の重要性

環境問題に対する意識向上

文化の多様性の理解と国際意識向上

共通教科の重要性の理解

基礎・基本の充実

仲間との協力・行動力の向上

選挙への理解度向上

社会的インパクト

地域に及ぼす影響

農産物の売上実績

イベント開催数、来場者数

資格取得者数

大会での入賞

メディア報道

学会発表・ポスター発表での実績

交流した海外の学校

指定校求人数、内定率

進学実績

資格取得者数

選挙率

イ.地域・企業・大
学・農政等のリ

ソースの活用・循
環

ウ.地域課題解決
への参画

エ.ESDの推進

共通教科の推進

百貨店での販売実習

未利用資源の有効活用

農芸ポークシチューの開発

大阪牛乳の開発への挑戦

HACCAP推進農場認証

酪農教育ファーム活動

高校生カフェレストラン

海外への修学旅行

卒業生（ロールモデル）による講演

企業・農業経営者による講演

資格取得・各種コンクール課題の応募

グループワープ学習

テーマの柱
事業
番号

ア.学校農場にお
けるリソース循環
システムの構築

生産・結果：アウトプット

学校、地域、社会の教育資源

資源：インプット

15事業と共通教科の魅力化

 
３．RＰＤＣＡサイクルの実践 

 RPDCA サイクルの Research（調査）の視点から、本校では教育活動全体での体系化を図るため

にロジックモデルとして因果関係を整理し、「社会に開かれた教育課程」の開発に取組んでいる。このロジ

ックモデルは本校の中核科目「課題研究」「総合実習」における 15 の研究活動や各共通教科における研

究活動や授業ごとに単年度で効果測定を行い、必要に応じて軌道修正を図り、事業成果、生徒の変容、

社会的インパクトを可視化することで成果を検証し、持続的に教育活動を図る事ができるシステム作りで

ある。各研究活動や授業はもちろん学校行事等にも還元できるよう、学校、地域、社会等との連携におい

て本校が都市型の農業高校としてこれまで蓄積してきた教育資源を有効活用するための指標となる。 

 

４．教育活動の変容 

15 の研究活動として特色ある取組みを展開した結果、ＧＡＰ教育の一貫として資源動物科農場が農場

ＨＡＣＣＰ推進農場の指定を受けることができた。（一社）中央畜産会を通じた認証は、全国の農業高校で

も初めての成果である。高付加価値化・6 次産業化に資する研究においては、新商品である農芸ポーク

シチューを開発・販売することができた。さらに、日本土壌肥料学会・日本動物学会をはじめとする学会

発表の実施、ＪＲＡの地域特別振興に指定されて公益社団法人全国乗馬倶楽部振興協会と連携した活

動を開始するなどの成果もある。新たに、日本酪農教育ファーム研究会にも農業高校として唯一加盟し、

講演を実施するなど活躍の幅を広げることができた。これらの取組みは首相官邸や農林水産省の HP で

掲載されるなど、大きな事業成果と言えるものである。 
 一方、生徒の変容の観点からは、SPH 事業が採択された 2018 年度の入学生の変容に着目したと

ころ、学年進行に伴って授業理解姿勢、進路学習、進路のこだわりに関して向上した。15 の研究

活動および共通教科実施後に生徒の自己分析アンケートを行ったところ、達成値目標 60％となる

2.8 以上の結果となり、生徒の学びの充実度がうかがえる。特筆すべき変化としては、2018～2020
年度で実施した 15 の研究活動に 3 年間取り組んだ生徒を任意に 15 名抽出してその変容を追跡調

査した結果、入学時と卒業時（各最新値）と比較すると高校生活における生活面と自我同一性に

ポジティブな変化が見られた。また、スキル・ビュー・マインドン 3 つの力と関連性のある 13 の

資質能力の自己分析に着目したところ「課題解決力」「キャリアプランニング」が学校全体平均と

比べて大きく 15 人の自己認識の平均値が向上した。 
進路実現においては、今年の大学受験者の合格率 92.6％(前年比 1.08)と国公立大学 10 名以上合

格が決まるなど向上しており、専門分野が生かせる進学・就職先開拓へのチャレンジが目立った。 
以上のように、本研究ではスキル・ビュー・マインドの 3 つの力を涵養した農業のスペシャリ

ストを育み、地域を牽引するジェネラリストを育成するところに目標値がある。また、チャレン

ジとは持続的な社会実現のために自らが率先して研究活動を進めるマインドを涵養するところに

あり、このゴールがほんまもんの学びである学習プログラムの構築を図るところにある。引き続

き、学校・地域・社会の教育資源を有効活用して、地域社会の現状はもちろんのこと、歴史的な

経緯や将来への展望など、広く社会の変化に注目しながら地域社会の実態を分析した上で教育活

動を展開することで、「社会に開かれた教育課程」の整備を行っていきたい。 
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